
特 集
外
国
人
材
の
受
入
れ
と
多
文
化
共
生
の
推
進

《12》 

「
ヨ
コ
ハ
マ
・
カ
ナ
ガ
ワ
留
学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
取
組
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は
じ
め
に

　

最
近
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
な
ど

で
働
く
外
国
人
を
多
く
見
か
け

る
。

　

平
成
30
年
12
月
末
の
法
務
省
の

統
計
を
み
る
と
日
本
に
い
る
在
留

外
国
人
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特

別
永
住
者
）
は
、
約
２
７
３
万
人

と
な
り
、
10
年
前
に
比
べ
約
１
・

２
３
倍
に
増
加
し
た
。
特
に
永
住

者
、
技
能
実
習
生
（
※
１
）
及
び

留
学
生
等
が
増
加
し
て
い
る
。

　

留
学
生
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
に
「
留
学
生
30
万
人
計
画
」
が

策
定
さ
れ
、
日
本
が
世
界
に
よ
り

開
か
れ
た
国
へ
と
発
展
す
る
『
グ

ロ
ー
バ
ル
戦
略
』
の
一
環
と
し

て
、
２
０
２
０
年
を
目
途
に
30
万

人
の
留
学
生
の
受
入
れ
を
目
指
し

て
き
た
。
実
際
に
こ
の
10
年
間

で
、
国
内
の
大
学
や
大
学
院
、
専

門
学
校
等
で
学
ぶ
留
学
生
は
、
12

万
４
千
人
か
ら
30
万
人
へ
と
２
・

４
倍
増
加
し
た
。
市
内
で
学
ぶ
留

学
生
も
３
３
０
０
人
か
ら
８
０
０

０
人
へ
と
同
様
に
２
・
４
倍
増
加

し
て
い
る
（
図
１
）。

１   

留
学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
選
定

　　
「
留
学
生
30
万
人
計
画
」
に
は
、

卒
業
・
修
了
後
の
社
会
の
受
入
れ

の
推
進
と
し
て
、「
産
学
官
が
連

携
し
た
就
職
支
援
や
企
業
支
援
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
平
成
28
年

６
月
の
「
日
本
再
興
戦
略
改
訂
２

０
１
６
」
に
お
い
て
、「
外
国
人

留
学
生
の
日
本
国
内
で
の
就
職
率

を
３
割
か
ら
５
割
に
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
、
各
大
学
が
留
学

生
の
就
職
支
援
の
た
め
に
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
こ
と
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
そ
れ
を
受
け
、
文
部
科
学
省

で
は
委
託
事
業
と
し
て
、
平
成
29

年
２
月
に
「
留
学
生
就
職
促
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」の
公
募
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
頃
、
市
内
の
各
大
学
の
課

題
の
一
つ
と
し
て
「
留
学
生
の
就

職
支
援
に
つ
い
て
、
十
分
対
応
が

行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
が
あ
っ

た
。
大
学
や
大
学
院
で
学
び
、
高

度
な
専
門
性
を
身
に
付
け
、
日
本

で
の
就
職
を
志
し
て
も
就
職
で
き

ず
、
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
生
じ
て
い
た
。
一
方
、
企
業
側

で
は
、
少
子
高
齢
化
を
背
景
に
生

産
年
齢
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、

平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
以
降
の
求
人
倍
率
は
右
肩
上
が

り
で
「
人
手
不
足
」
と
な
っ
て
い

た
。
ま
た
、「
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
対

応
で
き
る
優
秀
な
人
材
の
確
保
」

や
「
後
継
者
不
足
」
な
ど
の
課
題

も
あ
っ
た
。
大
卒
予
定
者
や
転
職

者
は
大
企
業
志
向
の
た
め
、
特
に

中
小
企
業
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
た
。
本
市
と
し
て
は

「
企
業
や
地
域
の
活
性
化
」、「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
」、「
産
学
官

連
携
の
強
化
」
な
ど
に
更
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
大
学
、
企
業
、
本
市

の
３
者
の
目
的
が
一
致
し
、
当
初

は
、
横
浜
市
立
大
学
と
連
携
し

て
、
文
部
科
学
省
の
「
留
学
生
就

職
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
申
請
す

る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
横

浜
国
立
大
学
も
神
奈
川
県
と
連
携

し
て
申
請
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、「
平
成
29
年
度
留
学

生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
募
要

項
」（
以
下
「
公
募
要
項
」
と
い

う
。）
の
中
で
「
選
定
に
お
い
て

は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す

る
。」
と
あ
り
、
両
者
の
目
的
も

一
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
４
者

が
連
携
し
、
横
浜
国
立
大
学
を
代

表
校
と
し
て
、「
ヨ
コ
ハ
マ
・
カ

ナ
ガ
ワ
留
学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
以
下
「
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
い
う
。）
を
申
請
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
29
年
６
月
に

全
国
で
12
大
学
が
採
択
さ
れ
、
そ

の
１
校
と
し
て
選
ば
れ
る
に
至
っ

た
（
※
２
）。

執
筆星

野　

尊

政
策
局
課
長
補
佐（
大
学
調
整
課
担
当
係
長
）

　図２　留学生アンケート

0 2 4 6 8 10 12

その他（面接で使用する日本語）

日本で就職したいのかわからない

日本のビジネスマナーがわからない

就活スケジュールがわからない

日本の社会人相手の面接に緊張する

エントリーシートの作成が難しい

自分が何をやりたいのかわからない

企業の探し方がわからない

筆記試験対策が難しい

日本人とのグループディスカッション・集団面接に緊張する

ヨコハマ・カナガワ留学促進プログラム参加留学生アンケート（2018年度）

「日本の就職活動で不安な点は何か」

図１　留学生数（５月１日現在） (人)

平成20年 平成30年

123,829 298,980
 大学院 32,666 50,184
 大学院（学部）・短大・高専 63,175 87,806
 専修学校（専門課程） 25,753 67,475
 準備教育課程 2,235 3,436
 日本語教育機関 - 90,079

 横浜市内の留学生 3,287 8,012
出所：独立行政法人日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査」

　神奈川県「神奈川県内大学等在籍留学生調査」

 留学生総数
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55
２    「
ヨ
コ
ハ
マ
・
カ
ナ
ガ
ワ
留

学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ

　

  
ム
」
の
特
徴

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い

る
留
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
図

２
）
に
よ
る
と
「
日
本
の
就
職
活

動
で
不
安
に
思
っ
て
い
る
点
」
と

し
て
、「
面
接
」、「
筆
記
試
験
」、

「
企
業
の
探
し
方
」、「
何
を
や
り

た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

回
答
が
多
か
っ
た
。
日
本
で
就
職

を
希
望
す
る
留
学
生
は
、
日
本
人

の
学
生
と
同
じ
土
俵
に
立
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、「
言
葉
」、

「
企
業
文
化
」、「
就
職
活
動
」
な

ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

公
募
要
項
に
は
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
教

育
」、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」、「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

開
発
、
実
施
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る

た
め
横
浜
国
立
大
学
及
び
横
浜
市

立
大
学
で
は
専
任
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
横
浜
国
立

大
学
で
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
横
浜
市
立
大

学
で
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
中
心
に
企
画
、
運

営
し
て
い
る
。

　

特
に
５
年
間
の
委
託
期
間
の
う

ち
、
最
初
の
２
年
間
を
「
横
浜
モ

デ
ル
」
と
し
て
、
本
市
、
横
浜
国

立
大
学
、
横
浜
市
立
大
学
、
市
内

の
経
済
団
体
や
国
際
交
流
団
体
、

民
間
企
業
が
連
携
し
、
大
学
・
都

市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
議
会

（
※
３
）
参
加
大
学
の
留
学
生
も

受
講
対
象
に
し
て
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
３
年
目

以
降
は
こ
れ
ま
で
の
検
証
、
改
良

を
加
え
、
神
奈
川
県
及
び
そ
の
他

県
内
自
治
体
、
大
学
、
経
済
団
体

等
と
連
携
し
、
県
域
展
開
を
目
指

し
て
い
る
。

　

最
終
的
な
目
標
は
、
県
内
大
学

の
留
学
生
の
日
本
企
業
へ
の
就
職

率
を
30
％
か
ら
50
％
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。

３  「
横
浜
モ
デ
ル
」
の
確
立

　

平
成
29
年
３
月
に
市
内
中
小
企

業
を
対
象
に
、
令
和
元
年
７
月
、

市
内
に
本
社
を
置
く
大
企
業
を
対

象
に
留
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
採
用
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

（
図
３
）を
実
施
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
採
用
は
、
大
企
業
の

方
が
い
ち
早
く
実
施
し
て
い
る

が
、「
優
秀
な
人
材
」
や
「
外
国

語
が
で
き
る
人
材
」
の
確
保
な
ど

の
た
め
に
、「
今
後
、
検
討
し
た

い
」
と
い
う
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

は
、
中
小
企
業
の
方
が
高
か
っ

た
。
採
用
に
当
た
っ
て
企
業
が
不

安
に
思
っ
て
い
る
点
と
し
て
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
短

期
間
で
の
離
職
」、「
社
内
の
受
入

　　　図３　市内の中小企業（平成29年３月実施）及び大企業（令和元年７月実施）へのアンケート

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

その他

日本語・英語以外

の言語能力

英語の能力

社交性

基礎的な学力

専門的知識

異文化への対応力

バイタリティー・熱意

長期就労

協調性

日本語の能力

採用で重視する点

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

その他

外国人留学生について

よく理解できていない

具体的に何をやれば

いいのかわからない

日本の企業のルールを

知らないのではないか

日本での生活に関する

サポート

就労ビザ取得等

の手続方法

社内での受入体制

長く働いてもらえない

のではないか

日本人社員と協調できないのではないか

（言葉の壁、コミュニケーション上の壁など）

留学生を採用する際に不安点

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ない

ないが今後

受入れを検討

ある

インターンシップ受入れ実績

中小企業 大企業

8％
25％

36％
13％

62％
56％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ない

ないが今後

受入れを検討

ある

採用実績

16％
51％

27％
9％

57％
40%

中小企業 大企業

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

その他

輸出又は輸入の

業務拡大のため

自社（又はグループ）の

海外拠点の将来の要員

社内の活性化のため

ダイバーシティー強化

（人材の多様化推進）のため

海外業務関連

の人材確保

日本人の新卒採用の補完

外国語ができる人材確保

優秀な人材確保

外国人留学生の採用目的

30％30％
30％

13％13％％
11％

5％

20％
7％

5％

5％

12％
15％

7％
16％

8％
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4％

中小企業 大企業

中小企業 大企業

27％27％
26％

4％44％
2％

4％44％
2％

6％
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12％
11％

12％
9％

13％
14％

14％1414％
14％

2％
5％

3％
6％

3％％
4％

優秀な人材確保

外国語ができる人材確保

日本語の能力

協調性

長期就労

バイタリティー・熱意

4％

14％
17％

6％
9％

6％

2％

17％
18％

4％

18％
18％

17％
24％

22％
5％

日本人社員と協調できないのではないか

（言葉の壁、コミュニケーション上の壁など）

就労ビザ取得等

の手続方法

社内での受入体制

長く働いてもらえない

のではないか

中小企業 大企業

※
１　

技
能
実
習
生

　

入
国
管
理
法
に
お
け
る
外
国
人
の
在
留

資
格
の一つ
。
外
国
人
が
日
本
の
企
業
な
ど
で

培
わ
れ
た
技
能
や
知
識
な
ど
を
出
身
国
に
移

転
を
図
り
、
経
済
発
展
を
担
う「
人
づ
く
り
」

を
目
的
と
し
て
い
る
。

※
２　
「
留
学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

選
定
大
学

　

北
海
道
大
学
、
東
北
大
学
、
山
形
大
学
、

群
馬
大
学
、
東
洋
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、

金
沢
大
学
、
静
岡
大
学
、
名
古
屋
大
学
、

関
西
大
学
、
愛
媛
大
学
、
熊
本
大
学

※
３　

大
学
・
都
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
議

会
　

都
市
を
構
成
す
る
多
様
な
主
体
で
あ
る

市
民
や
企
業
、行
政
と
大
学
が
互
い
に
成
長
、

発
展
す
る
関
係
を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
17

年
３
月
に
設
立
。

　

現
在
、
市
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
く
26
大

学
と
本
市
に
隣
接
す
る
２
大
学
の
合
計
28
大

学
が
参
加
し
て
、
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。
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体
制
」、「
ビ
ザ
の
取
得
手
続
」
が

上
位
に
上
が
っ
て
お
り
、
採
用
の

際
に
は
「
日
本
語
能
力
」、「
協
調

性
」、「
長
期
の
就
労
」、「
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
・
熱
意
」
と
い
っ
た
点
を

重
視
し
て
い
る
と
い
う
結
果
だ
っ

た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
正
に
ア

ン
ケ
ー
ト
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課

題
に
対
応
し
て
お
り
、
留
学
生
に

対
す
る
就
職
支
援
の
み
で
な
く
、

企
業
に
と
っ
て
も
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
留
学
生
に
対
す
る

理
解
や
社
内
の
受
入
体
制
の
整
備

な
ど
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
い

く
上
で
、
経
済
団
体
や
国
際
交
流

団
体
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
も
参
画
や
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
本
市
で
は
、
大
学
、
経
済

団
体
、
関
係
団
体
、
本
市
関
係
部

署
等
で
組
織
す
る
「
留
学
生
就
職

促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
員
会
」
を

開
催
し
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組

に
つ
い
て
、
情
報
提
供
や
意
見
交

換
等
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
留

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
採

用
に
関
心
が
あ
る
企
業
へ
の
訪
問

や
様
々
な
場
を
捉
え
て
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
企
業

の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、

大
学
・
都
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
議
会
参
加
大
学
へ
の
各
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
周
知
、
企
業
と
留
学

生
の
交
流
会
や
合
同
企
業
説
明
会

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
こ
の
２
年
間
で
「
オ
ー
ル
横

浜
市
」
と
し
て
取
り
組
む
体
制
を

構
築
し
て
き
た
。

４  

今
後
の
方
向
性

　

令
和
元
年
度
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
折
返
し
地
点
と
な
る
が
、
５

年
間
の
委
託
期
間
終
了
後
（
令
和

４
年
度
以
降
）
に
は
、
持
続
的
な

就
職
支
援
体
制
つ
ま
り
「
自
立

化
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、

自
立
化
や
県
域
展
開
に
つ
い
て
、

横
浜
国
立
大
学
、
横
浜
市
立
大

学
、
神
奈
川
県
及
び
本
市
で
、
方

向
性
や
取
組
内
容
等
を
検
討
し
て

い
る
。
既
に
県
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス

の
あ
る
59
大
学
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ
、
留
学

生
の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
そ
れ

以
外
に
も
県
内
の
自
治
体
や
主
要

大
学
、
経
済
団
体
や
関
係
機
関
と

も
連
携
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

留
学
生
の
日
本
企
業
へ
の
就
職

に
対
す
る
意
識
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
始
ま
っ
た
２
年
前
と
比
べ
変

化
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ

れ
ま
で
日
本
企
業
の
給
与
水
準
は

高
か
っ
た
が
、
出
身
国
と
の
差
が

縮
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
在
留
資

格
（
就
労
ビ
ザ
）
に
つ
い
て
は
、

日
本
も
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
日
本
同
様
に
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
が
進
ん
で
い
る
国
で
は
、

外
国
人
材
の
受
入
れ
を
行
う
た

め
、
積
極
的
に
政
府
が
雇
用
管
理

や
就
労
ビ
ザ
の
緩
和
な
ど
を
進
め

て
い
る
事
例
も
あ
る
。
さ
ら
に
日

本
企
業
の
場
合
、
学
生
時
代
に
学

ん
だ
こ
と
が
生
か
せ
な
い
、
就
職

後
、
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
を
積

め
る
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
の
課

題
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
日
本
企
業
へ
の
就
職
を
敬
遠
す

る
留
学
生
も
い
る
。

　

日
本
は
平
成
20
年
を
ピ
ー
ク
に

人
口
減
少
に
転
じ
、
生
産
年
齢
人

口
も
減
少
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
）、
Ｒ
Ｐ
Ａ（
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動
化
）
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
人
手
不

足
」
を
全
て
解
決
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
は
、

こ
れ
ま
で
、
女
性
の
社
会
進
出
、

障
が
い
者
雇
用
、
高
齢
者
の
就
労

機
会
の
提
供
な
ど
を
進
め
て
き

た
。
外
国
人
の
雇
用
に
つ
い
て

も
、
ま
ず
は
国
と
し
て
積
極
的
に

推
し
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
令
和

２
年
度
の
文
部
科
学
省
の
「
外
国

人
留
学
生
の
国
内
就
職
支
援
」
や

厚
生
労
働
省
の
「
外
国
人
材
受
入

れ
の
環
境
整
備
」
の
予
算
要
求
額

は
、
今
年
度
に
比
べ
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
外
国
人
に
よ
り
一
層
、

日
本
に
定
着
し
て
も
ら
う
の
で
あ

れ
ば
、
も
う
一
歩
踏
み
込
み
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
教
育
等
の
支
援
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
法
整
備
な
ど

環
境
や
制
度
を
整
え
る
べ
き
で
あ

る
。

　

横
浜
市
も
外
国
人
人
口
が
10
万

人
を
超
え
た
。
平
成
26
年
の
約
７

万
６
千
人
か
ら
５
年
間
で
３
割
増

加
し
、
今
後
も
一
層
増
加
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。
本
市
も
、
外

国
人
材
の
地
域
で
の
円
滑
な
受
入

れ
に
向
け
、
生
活
支
援
の
拡
充
な

ど
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
市
内
の
中
小
企
業
の
支

援
、
経
済
や
地
域
の
活
性
化
等
と

い
う
視
点
か
ら
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
取
り
組
む
意
義
が
あ
る
だ
ろ

う
。


